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　Abstract : The effects of fo】iage application of rutin solution on the growth of celery
plants treated with or without gibberellin were tested in 1968 and 1971.
　The following results were obtained.
　1. It was shown from the result in 1968 that the twice applications of rutin at concen-
tration of 20 ppm promoted the growth of ｃｅ!ery plants treated with gibberellin, showing
the increase in plant height and weight.
　2. In 1971 all combination of rutin at concentration of 20,･and 40 ppm･ and gibberellin
at ５０ppm was tested on the growth of celery plants grown under plastic film. The results
showed that both gibberel】in and rutin application increased the plant height and weight
and also marketable size respectively, and that the synergistic action of gibberellin and
rutin on the growth was found.
　3. It was seemed that the apparent photosynthesis was promoted by rutin foliage app-
lication but not by gibberellin.
　4. The rice seedling test was carried out in order to ascertain the synergistic action of
rutin and gibbesellin. Response to gibberellin was strengthed by addition of rutin. bリt these
tendency did not corresponded with the increse in concentration of rutin solution.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言
　スイカ，サツマイモに対するルチソ散布の効果を試験し，第１，２報(8･9Jとして報告した。スイ
カ，サツマイモともにつるぼけしやすく，スイカにあってはそのため結実か困難となり，サツマイ
モでは塊根が形成されない状態となるけれども，ルチン散布によって同化機能が高め･られてつるぼ
けが防止され，スイカでは結実肥大か良好となり，サツマイモでは塊根の形成肥大か促進されて増
収することがみとめられた。
　今回はジベレリンを散布して伸長促進(3･4･5･6･12)がよく行われているセルリーを供試して，ルチ
ン散布試験を行ったところ，著しくセルリーの伸長肥大をも促すことをみとめた。さらにこれが同
化作用のみならず，ジベレリンの伸長促進効果を強める働きにもよることが明らかになったので報
告する次第である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　方　法
　コーネル619を供試し, 1968～69と1971～72の２回把わたってルチンの生育促進効果とジベレリ
ンとの相剰効果を検討した。
　第１実験:1968年11月９日に６～７枚苗をビニールハウス内に定植し，カーテン，トンネルの三
重張にて保温生育せしめた。生育期間中はかん水，液肥追肥，薬剤散布を適宜行なって順調な生育
を行なわせるようにつとめた。
　ルチン20ppm溶液を１株当り20 mlを11月28日および12月13日に散布するとともに，1月10日
および１月17日にジベレリン50 ppm を全面散布して，は種後138日にあたる１月27日に収穫調査
した。なおルチン溶液散布のかわりに水散布を行なって対照区とした。
　第２実験：９月６日には種し，10月28日にビニールハウス内に定植した。ポリマルチを行ない保
温を行なった。　１月11日にルチン２０ ppm, 40 ppm,ジベレリン50 ppm,ジベレリン50ppmにル
チン20ppmおよび40ppmをそれぞれ混用した混用液を散布するとともに，その一部には10日後
に第２回目の散布を行ない√１月31日に収穫調査した。
　なお１月11日散布後１日目の12日および７日目の18日｡;　8日目の19日にみかけの同化量をパンチ’
法で測定した。
　第３実験：イネ苗テスト法によってルチンとジベレリンとの相剰作用について調査した。
　（1）しょ糖のいろいろの濃度溶液にジベレリン50, 100 ppm,ルチン40, 80 ppm になるように
混用し，稲苗の第２葉しょうの伸長に及ぼす効果について検討した。　　　・
　（2）ルチンの10, 20, 40, 80 ppmにジベレリンを100,　15, 　50, 25 ppm になるように加え，稲
苗第２葉しょうの伸長に及ぼす効果を調査した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果
　(1) 1968年の結果，第１表にみられるとおり，ジベレリン散布区よりルチン散布区では草丈の伸
長が促進され，調整ｍ，調整茎数も高められ，調整茎数で17%,調整重で35％の増加がみられた。
Table 1、Ｅｊｆｆｅｃt ｏｆ ｒｕtｉｎ ａｐｐｌｉｃａtｉｏｎ ０､1 tｈｅ ｇｒｏｉむ債ｏｆ ｃｅｌｅｒｙ ｐｌａｎtｓ
　　tｒｅａtｅｄ ｔむi£h gibbeｒelliれ
Check
Rutin application
59（100）
65 (110)
7｡1（100）
8.3 (117)
* Rutin application at ２０ppm concentratiou on Nov. 28 and Dec. 13.
　　Gibberellin application at 50 ppm on Jan. 10 and 17.
* Harvest date Jan. 27.
383（100）
516 (135)
　(2) 1971年の結果，ジベレリン，ルチン混用散布の１回散布成績は第２表，２回散布成績は第３
表のとおりである。
　第２表によればジベレリン散布によって草丈，第１節間長の体長か無散布区より促進されて，全
量および調整重が増加しているか，ルチン散布区では草丈，第１節間長ではジベレリン散布区ほど
には促進されていない。全重，調整重はジベレリン散布区をうわまわって増加していた。
　ルチン20 ppmと40 ppm 散布とを比較すると，40 ppm 散布区は20 ppm 散布区よりやや抑制
Table ２．Ｅｆｆｅｃt of ｓｉｎｇｌｅ ａｐｐｌｉｃａtion of gibbeｒｅｌｌｉｎ ａｎｄ ｒｕttｎ ｔｉｌａｌｌ ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ
　　ｏｎ tｈｅ ｇｒｏｔｏtｈ ｏｆ　ｃｅＵり＊ｌａｎtｓ
Treatment
Untreated
Ｒ ２０ppm
Ｒ ４０ppm
GA ５０ppm
GA 50 ppm十R 20 ppm
GA 50 ppm十R 40 ppm
　　Total
weight (g)
?????????????
??
??
?
986
????????????? ?????????
Plant height
　　　　　(ｃｍ)
　　58.6
・61.6
　　58.4
　　65.2
　　61.2
　　65.9
　　Length of
fi‘rstinternode
25.3
26.2
25.7
29.8
28.4
29.8
* Spray date. Jan. 11　　Harvest date　Jan. 31
＊Ｒ:Rutin,　GA : Gibberellin
　　　　　　　Table 3.Ｅｆｆｅｃt ｏｆ tｗｉｃｅａｐｐｌｉｃａtｉｍｉｏｆ ｒｕtｉｎ ａｎｄ ｇｉｂｂｅｒellin ｏｎ
　　　　　　　　　法ｅ ｇｒｏ'ｗtｈｏｆ ｃｅｌｅｒｙｐｌａｎtｓ
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　No. of
marketable
leaves
?????????
11.0
12.7
11.4
12.4
Treatment
Untreated
GA 50 ppm
GA 50 ppm十R 20 ppm
GA 50 ppm十R 40 ppm
　　Total
weight (g)
??????? ??
?
986
???????????
?
??
??
Plant height
　，（ｃｍ）
58.6
62.0
63.0
64.9
Length of
firstinternode
25.3
n9
28.3
28.1
No. of
marketable
leaves
11.0
12.0
12.0
13.3
　　* Spray date　Jan. 11 and 21
されているように思われる。
　ジベレリンとルチン混用散布区ではジベしでリンあるいはルチン単独散布区より全重および調整重
が増加していた。また草丈および第１節間長はジベレリン散布区とほぽ同じで，ルチンの添加によ
る抑制はあまりみられなかった。
　２回散布の結果（第３表）をみると，前記結果と同様の傾向がみられ，ジベレリン単独散布より
ジベレリンとルチンとの混用散布によって一層全重／調整重が高められ，第１節間長，茎数ともに
増加した。
　（3）同化量におよぼす影響丿散布後１日および,7日目のみかけの同化量についての結果は第１図
のとおりで，ジベ4ノリン散布によって同化量は増加していなかったか，ルチン単独あるいは加用区
ではいずれもみかけの同化量の増加がみとめられた。　１日目より７日目において一層顕著な増加が
みとめられた。
　（4）稲苗葉しょうの仲長におよぽす影響，培養液中のしよ糖濃度をかえて，ジベレリンあるいは
ルチンの稲苗葉しょうの伸長におよぼす効果を検討した結果は第２図のとおりで，ルチンではいず
れのしよ糖液濃度でも葉しょう伸長効果はみられなかった。一方ジベレリンでは50ppm, 100 ppm
ともに著しく葉しょうを伸長したが，しょ糖濃度との関係では明らかな差異はみられなかった。
　次にジベレリンとルチンとの組合せか葉しょうの伸長にいかに影響するかと検討した結果は第３
図である。それによるとジベレリン濃度と伸長促進効果との関係では５０ ppm がもっとも伸長促進
効果が高く，それよりも濃くなってもまたうすくなっても低下している。しかし各ジベレリン濃度
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　　　　　Fig. 1. Effect of gibberellin and rutin application on the apparent photosynthesis
区ともルチソ添加によって著しく伸長が促されており，相剰作用がみられた。しかしルチン濃度に
ついては一定の傾向がみられなかった。
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Fig. 2. Effect of sucrose concentration on the growth of rice seedlings with
　or without gibberellin　　　　　　　　　　　　　　　・
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た?１齢．
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いる(8･9)．　し.かしジベレリンとルチンとの混用
　　　　　ｊ　　ｆ　　９．　　　　　　　　　　　　　１　１°・　　！散布がジベレリンあるいはル尹ン単独散布より
も生育か促進されている第２，第３表の結果は
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件によって行なわれているように思われる乙
(1)ルチンの同化作用を強化したという可能性，
(2)ジベレリンかオーキシンと共狗して作用を強
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の共同作用で発育が促進されるという可能性, (3)ジベレリンとルチンとが直接相関連して促進する
可能性の３点がある．
　　ジベレリッの作珀力漏ぬ皮比よっ７-強化ぷれるとトう面絹ふかあ衣ﾊﾞ，第２図にみ6れ名よう
に稲苗テストの結果ではジベレリンの伸長効果か糖濃度によって変化がみられなかった．これは使
用した糖の種類によって影響が異なるのが，あるいはテフト方法が不迦なめがどうふは利月で:今
　ゝ　　．･．　　｜　　　　　　　　一
後の検討にまたねぱならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　●･1
　　ジベレリンがオーキシンとともに作用することか報告（1･2Jされており，セルリーの伸長について
もジベレリンと体内オーキシンとが共同して作用していることは報告（7Jした．
　　゛’．／　　．･゛．「〆♂♪　　　　，-･　」４　．，!;･．．．｀　／，Ｊ」乙ひ「｀」,≒.:ご・　：　「　」　;･　　．　”丿，｀.バ！　」
　　すでにルチンを含むフラボノイドがオーキシン酸化酵素の活性をコントロールしていることは報
　●●．Ｆ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　-１● ●　ＩＷ--●．　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　ゝ●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７告（14･15’されており，ルチンがオーキシン酸化酵素を阻害して体内オーキシンレベルを高め，ジベ
リノ作用‘7)眸化で9とて層強やて｀ｊと考えられる・．･，．．　　　　，∧Ｉ．．･．　プ　　．ノ　.;1
　最近ジベレリン作用がレタろ子葉因子によって強化されることが報告(lo･11)され，ジベレリン作
用強化補助物質の存在の可能性が大きくクローズアップされているらルチンがその一つである可能
性もあり興味がもたれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　｡　　●゛　　　　　，●11　ニ　1=第３図の稲苗テストの結果はジベレリンとルチことの相剰効果力吟られているので，
とルチンとの混用散布効果は１～３め可能性め総合的な結果に･よるものと考えたい。
・　　、、１
ジベレリン
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要
　ジベレリン，ルチンおよび両者の混用散布をセルリーに実施し，単独ならびに混用の促進効果を
みとめた。
　1. 1968年にはルチン２０ ppm を11月28日と12月13日の２回，ジベレリン50ppmを１月10日と
１月17日の２回にそれぞれ散布し，ルチンの効果を検討したところ，ジベレリン処理株にルチン散
布が加われば一層生育が促進されることがみとめられた。
　2. 1971年にはルチン20 ppm, 40 ppm, ジベレリン50 ppmおよびそれらの組合せを全面散布
した。散布は１[回ないし２回で，第１[亘]散布後20日目に収穫調査した。第２回散布は第１[可散布後
10日目に行った。
　その結果はルチン，ジベレリン単独でも生育促進効果をみとめたが，ルチンとジベレリンの混用
散布によって相剰効果がみとめられた。
　3. 1971年に第１[亘]散布後１日，７日，８日目にみかけの同化ｍをパンチ法で測定し，ルチン散
布によってみかけの同化量は増加するか，ジベレリン散布では同化丘tの増加はみとめられなかっ
た。
　４．イネ苗テスト法によってルチンとジベレリンの相剰効果を検討したところ，ジベレリンの効
果をルチンは強化したが，濃度による影響は明らかでなかった。
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